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AI翻訳を活用した外国語SNS分析で
NTT東日本と電通が共同事業

NTT東日本と電通は、外国語SNSデータをAI翻訳し、分析内容を活用した外国人
向けプロモーションを来年1月からトライアル実施する。
トライアルで活用されるのは、NTT東日本のAI翻訳エンジン「ひかりクラウド
cototoba」。翻訳された内容は、電通とNTTデータの協業組織である「電通ソー
シャルインサイトラボ」のノウハウを活用して分析される。これまでのSNSデータ分

析では困難だったポジティブ評価や、頻出ワードを含む文章中に頻出する「共起
ワード」の抽出が可能になることで、「人気エリア周辺のおすすめ観光資源」や
「話題は少ないが評価の高い観光資源」を発掘することができるという。その結果
に応じ、訪日外国人向けの旅プラットフォームでプロモーションコンテンツの配信
を行い、その効果もSNS翻訳を通じて随時分析していく計画だ。
これまでも、インバウンド向けのマーケティングは行われてきたが、SNSデータや

位置情報、決済情報など多数あるデータの個別活用にとどまっており、一元的に
活用するシステムがなかった。その点、今回の取り組みはAI翻訳エンジンと独自

のノウハウを活用することでそれらの課題を解決できるのが魅力。政府の後押し
もあり、訪日外国人の数は右肩上がり。インバウンドビジネスは今後も広がりを見
せると予測される。そんな中で両社が取り組むマーケティング施策がどのような
効果を発揮するか注視しておきたい。


